
海底火山「福徳岡ノ場」の噴火に係る関係省庁対策会議

（第２回） 

 

令 和 ３ 年 10 月 29 日 （ 金 ）

1 0 : 2 0 ～ 1 0 : 3 5 

   

 

 

１． 開会 

２． 議事 
 

・周辺海域の状況について 
 

・港湾等への軽石漂着等の状況とその影響及び対応について 

３． 閉会 

 









鹿児島県・沖縄県における水産関係の軽石被害状況 

 

令和３年１０月２８日（木）１２時現在 

水 産 庁 

〇 漁港被害 

沖縄県・鹿児島県（種子島以南の島しょ部）の合計で１５２漁港の

うち１６漁港内に軽石が漂着。 

  現在、漁港管理者（県・市町村）において、添付の水産庁事業等を

活用し、６漁港において軽石の除去を実施中（水産庁の災害復旧事業

で適用になる補助率は１０分の８）。 

  なお、沖合にまだ軽石が大量に浮いている状況であり、今後の風向

きにより、さらに漂着する可能性あり。 

                         （単位：漁港） 

 漂着漁港 うち除去実施中 参考（漁港数） 

沖 縄 県 １２ １※  ８７ 

鹿児島県  ４ ４  ６５ 

合    計 １６ ５ １５２ 

 ※更に１漁港は作業を準備中。 

 

〇 漁船被害（エンジントラブル） 

両県において現在調査中であるが、内々の聞き取りによれば合計で

４０漁船に被害が発生、うち３４漁船が軽微な損傷、６漁船が航行不

能等の損傷。 

稼働漁船の殆どは漁船保険に加入しており、必要な修繕費を補填。          

 

〇 漁業被害 

両県において現在調査中。漁船漁業等で収入減が生じる場合には、

漁業共済により補填（平年収入の８割（原則）を下回る減収分）。 

  

 



〇 関係県への注意喚起 

  今後、軽石が北上し、本土へ漂着することも想定されることから、

関係県に注意喚起の文書を発出したところ。 






